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フランス語仮定節の半過去・大過去
曽 我 祐 典
0．は じ め に
「事態 P のある状況においては事態 Q がある」，「P のある状況においてな
ら Q がある」といったことを，フランス語ではしばしば〈si P, Q〉の構文で
表す（1）。
「P のある状況」（以下，P 状況）が現在・未来のなさそうな状況または反実
の状況である場合，〈si P〉には（01），（02）のように半過去・大過去を用い
ることが知られている（2）。
（01）S’il revenait un jour, tout pourrait changer.（Le Goffic, P. 1993,
408）
（02）Si on avait fini demain, on pourrait passer un week-end tran-
quille.
「なさそう」と「反実」は，どちらも現実から隔たっているということだか
ら，本稿では両者をくくることばとして「現実から遠い」を用いる。現在・未
来の P 状況を現実から遠い状況として仮定するときの〈si P〉における半過
去使用について，筆者はこれまで曽我（2012, 185）ほかでほぼ次のように説
明してきた（3）。
聞き手は話し手が仮定する P 状況が現在スペースまたは未来の状況であ
ることを了解している。ところが〈si P〉の時制が半過去であるために，P
のある過去スペースを想起することになる。過去スペースは，現在スペー
スから多かれ少なかれ時間的に隔たっているものである。その「隔たり」
が意識されるために，P 状況は遠い世界のことのように響き，「現実から
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遠い」という感じをともなうことになる。
つまり，話し手は P 状況に時期の面で適合しない半過去をあえて用いること
によってモダリティの面で「現実から遠い」という表現効果をあげるとしてい
たわけである。
このような説明について，井元（2012）は，「3. 3．時制的意味の拡張説検
討」（pp.51−53）において，〈si P〉の P は現在・未来の事態であって半過去
はテンス価値（過去性）を喪失しているのだから問題があると批判した。たし
かに，この批判はもっともである。
本稿の目的は，井元（2012）の「派生説」に近い立場から（4），現在・未来
の現実から遠い状況を仮定する〈si P〉における半過去・大過去の使用を説明
するとともに，過去の現実から遠い状況を仮定する場合の大過去使用のしくみ
を明らかにすることである。以下では，まず，〈si P〉における時制使用を概
観し，仮定節に未来時制・過去未来時制を用いない理由を明らかにする
（1）。その上で，「なさそう」と「反実」の場合の半過去・大過去使用のしく
みを現在・未来（2），過去（3）の順に考える。
1．〈si P〉に用いる動詞時制
現実から遠い状況を仮定するときの半過去・大過去使用の考察に向けて，さ
まざまな〈si P〉における時制使用を概観しておこう。また，仮定節には未来
時制・過去未来時制を用いることがないが，その理由も明らかにしておこう。
1. 1．P 状況と〈si P〉に用いる時制
話し手が〈si P〉によって設定する P 状況は，アスペクトの面で P の行為
が完了イメージか非完了イメージかによって二つのグループに分けることがで
きる。そのどちらにも，「P 状況のありかた」というモダリティの面で「現実」
と想像上の「ありそう」，「なさそう」，「反実」の四つを認め（5），時期の面で
過去・現在・未来の三つを区別すると，P 状況は 12種類ずつ，全部で 24種
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類あることになる。対話場面において，話し手は設定する P 状況が 24種類の
うちのどれであるか聞き手が分かるように，先行文脈や〈si P, Q〉に用いる
表現を工夫するものと考えられる。
発話例の観察とインフォーマント調査の結果にもとづいて〈si P〉に用いる
動詞時制を示すと，表 1, 2のようになる。
〈si P〉に用いる時制は，P の行為が完了イメージの場合は，表 1に示す三
つの複合時制にかぎられる。それに対して，非完了イメージの場合は，表 2
に示すように，三つの単純時制と二つの複合時制で，より多様である。もっと
も使用範囲が広いのは大過去で，24種類の P 状況のうち 14種類について用
いうる。
1. 2．「P 状況のありかた」と P 状況における「P のありかた」
話し手は，想像上の P 状況を仮定する場合，「P 状況（条件）から Q（帰
結）へ」という論理関係を想定している。そして，モダリティ面で「P 状況の
表 1 P の行為：完了イメージ
過去 現在 未来
現実
ありそう
なさそう
反実
大過 複過 前未
大過 複過 複過
大過 大過 大過
大過 大過 大過
表 2 P の行為：非完了イメージ
過去 現在 未来
現実
ありそう
なさそう
反実
複過 半過 大過 現在 未来
複過 半過 大過 現在 現在
大過 半過 半過
大過 半過（大過） 大過（半過）
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ありかた」を「ありそう」，「なさそう」，「反実」のどれかとして想定してい
る。
話し手はまた，P 状況にワープしているような気持になって，そこにおける
「P のありかた」を確かな手応えのある現実ととらえる。これは，物語の世界
は想像の産物であるが，その内部ではさまざまな出来事が確かな現実感をとも
なうのと似ている。P 状況は想像上のスペースであるが，その内部では P は
「確定的」なのである（6）。
想像上の P 状況を仮定する場合に〈si P〉に用いる時制は，「P 状況のあり
かた（ありそう，なさそう，反実）」と P 状況における「P のありかた（確定
的）」の両方に適合するようなものでなければならない。その条件を満たすの
は，表 1, 2に示す現在形・複合過去・半過去・大過去の四つである。
一方，未来形・前未来と過去未来形（条件法現在）・過去前未来（条件法過
去）は，仮定節に用いることがない。それらの基本的なはたらきは，話し手が
現在または過去において未来方向を展望して「やがて現実になる見こみ」とと
らえる事態を表すことである。「やがて現実になる」蓋然性は低いことも高い
こともあってさまざまだが，いずれにせよ，現在または過去において事態をと
らえている話し手にとって未確定である。したがって，未来時制も過去未来時
制も，「P のありかた」を確定的なものとして表すモダリティ特性をもってい
ない。仮定節に用いることはないのはそのためである。
2．現在・未来の現実から遠い状況と半過去・大過去
ここでは，1で述べたことを踏まえて，井元（2012）の「派生説」に近い
立場から，現在・未来の現実から遠い状況を表す〈si P〉における半過去・大
過去の使用のしくみがどのようなものであるかを考えよう。
2. 1．過去スペースと半過去・大過去のはたらき
すでに曽我（2013 a, b）でも述べたが，人には「いま」を中心とする時間
１３８ フランス語仮定節の半過去・大過去
的な広がりである現在スペース（図 1の右の大きな円）にいるという意識が
あると考えられる。話し手は，現在スペースにおいて生起・持続する事態を表
すとき，現在形を用いる。ただし，行為が完了イメージなら複合過去を用いる
（複合過去の完了用法）。また，過去を振り返って，つまり記憶の中を探って，
「あんなことがあった，こんなことをした」という過去の出来事（行為は非完
了イメージ）を取り出して表すときにも複合過去を用いる（複合過去の先行用
法）。
話し手は，現在スペースにいるという意識を保ったまま，過去のある場面・
状況である「過去スペース」（左の大きな円）を想起してそこに仮に移ってい
るような気持になることがある（7）。話し手は，自分がいわばワープしている
過去スペースにおいて生起・持続に立ち会う事態を表すとき，半過去を用い
る。ただし，行為が完了イメージなら（03）のように大過去を用いる（大過
去の完了用法）。
（03）Elle m’attendait devant la porte d’entrée ; elle avait oublié le code.
話し手は，「彼女が待っていた」という事態のある過去スペースにおける「忘
れていた」という事態（P の行為 avoir oublié は完了イメージ）を表すため
に，大過去を用いている。図 1では，完了用法の複合過去と大過去を下線で
示している。
話し手はまた，過去スペースにおいて過去を振り返って，つまり記憶の中を
図 1
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探って，それに先立つ過去の出来事（行為は非完了イメージ，図 1の左の○）
を取り出して表すときにも大過去を用いる（大過去の先行用法）。この用法に
ついては，あらためて 3. 1．で取り上げる。
2. 2．現在・未来の現実から遠い状況を表す仮定節
文法書が現在・未来の現実から遠い状況として取り上げる P 状況は，たい
てい現在の「反実」と未来の「なさそう」であるが，話し手は現在の「なさそ
う」と未来の「反実」を仮定することもある。それら 4種類の P 状況を仮定
するときの〈si P〉における時制使用を見ていこう。
2. 2. 1．現在の現実から遠い状況
現在スペースの現実については，人は多くのことを把握しているものであ
る。話し手は，P と両立しない事態～P を現実ととらえ（8），～P に反する P
状況を仮定することが珍しくない。その発話例として（04）－（07）を示して
おこう。
（04）Si elle aimait le poisson, je lui préparerais un bon plat de truite.
（05）（親戚の集まりで故人について）Si la tante Rose（?）était/avait été
avec nous en ce moment,（ ?）ce serait / ça aurait été tellement
mieux.
（06）Si elle n’avait pas bu, elle ne leur parlerait pas sur ce ton.
（07）Elle parle de cet écrivain sans le connaître. Si elle avait lu un seul
de ses romans, elle serait d’un autre avis.
（04），（05）の P の行為 aimer, être は非完了イメージである。話し手は，
「彼女が魚好きでない」，「ローズおばさんがここにいない」という～P を現実
ととらえ，それに反する P 状況を半過去または大過去の〈si P〉によって仮
定している。一方，（06），（07）の P の行為 avoir bu, avoir lu は完了イメー
ジである。話し手は，「彼女が飲んでいる（酔っている）」，「彼女が彼の小説を
一冊も読んでいない」という～P を現実ととらえ，それに反する P 状況を大
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過去の〈si P〉によって仮定している。
もちろん，現在スペースの現実についても，話し手が知らないでいることは
少なくない。それらについては，なんらかの推測を踏まえて（08）－（11）の
ようになさそうな状況を仮定することがよくある。
（08）Si le nouveau chef parlait français, ça faciliterait bien notre tra-
vail.
（09）Si vous aviez un tournevis, je vous réparerais ça facilement.
（10）Si par malheur elle n’avait jamais travaillé en équipe, cela compli-
querait ma tâche.
（11）Si elle avait réalisé son projet, ce qui me semble fort peu probable,
elle n’en serait certainement pas plus heureuse.
（08），（09）の P の行為 parler, avoir は非完了イメージである。話し手は，
「新任の上司はフランス語ができないだろう」または「あなたがドライバーを
もっていることはないだろう」という推測を踏まえて，それと反対方向のなさ
そうな P 状況を半過去の〈si P〉によって仮定している。一方，（10），（11）
の P の行為 avoir travaillé, avoir réalisé は完了イメージである。話し手は，
「彼女はチーム・ワークの経験があるだろう」または「彼女はまだ計画実現に
いたっていないだろう」という推測を踏まえて，それと反対方向のなさそうな
P 状況を大過去の〈si P〉によって仮定している。
（04）－（07）の反実仮定の〈si P〉の時制は，P の行為が非完了イメージの
場合は半過去または大過去で，完了イメージの場合は大過去である。（08）－
（11）のなさそうな状況を仮定する〈si P〉の時制は，P の行為が非完了イメ
ージの場合は半過去で，完了イメージの場合は大過去である。
2. 2. 2．未来の現実から遠い状況
それでは，未来の P 状況の場合はどうか。現在スペースにいる話し手にと
って未来のことは未確定だから，ある事態を現実として把握することは原理的
に難しい。事態～P を現実ととらえることができなければ，P 状況を「反実」
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として仮定することはできない。
実際，未来について仮定する P 状況は，たいてい「ありそう」か「なさそ
う」である。（13）－（16）は「なさそう」の発話例である。
（12）Ils viendraient nous dire au revoir avant leur départ, s’ils avaient
le temps.
（13）Si elle se faisait prendre, ce serait terrible pour toute la com-
munauté chinoise . . .
（De Villier, G. 1989, Arnaque à Brunei, 175）
（14）Si, demain, vous aviez perdu toute votre fortune, que feriez-vous?
（朝倉 2012, 493）
（15）Si tu avais fini vendredi, on pourrait partir en week-end ensem-
ble.
（12），（13）の P の行為 avoir，（se）faire（prendre）は非完了イメージであ
る。話し手は，「彼らにその時間はないだろう」，「彼女は捕まらないだろう」
という推測を踏まえて，それと反対方向のなさそうな状況を半過去の〈si P〉
によって仮定している。一方，（14），（15）の P の行為 avoir perdu, avoir fini
は完了イメージである。話し手は，「あなたが全財産を失ってしまうことはな
いだろう」，「あなたが金曜日までに終えていることはないだろう」という推測
を踏まえて，それと反対方向のなさそうな状況を大過去の〈si P〉によって仮
定している。
実は，未来であっても，ときには話し手にとって生起・持続がまちがいない
事態がある。話し手は，そのような事態を～P ととらえ，それに反する P 状
況を（16）－（19）のように仮定することがある。
（16）Demain c’est vendredi. Si c’était samedi, je pourrais faire la grasse
matinée.
（17）Si Boris était venu demain, Olga aurait été heureuse.
（Fauconnier, G. 1984, 144）
（18）Je viens d’apprendre que notre plombier a eu un accident de voi-
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ture. S’il avait fini demain, nous aurions pu emménager après-
demain.
（19）Ils sont en grève et tous les vols sont annulés pendant quelques
jours. Si notre avion était parti dans une heure comme prévu, on
serait arrivés à Rome ce soir.
（16），（17）の P の行為 être, venir は非完了イメージである。話し手は，
「明日は金曜日である」，「ボリスが明日来ることはない」という～P を現実と
とらえ，それに反する P 状況を半過去または大過去の〈si P〉によって仮定
している。一方，（18），（19）の P の行為 avoir fini, être parti は完了イメ
ージである。話し手は，「彼が作業を終えていることはない」，「私たちの飛行
機が 1時間後に発っていることはない」という～P を現実ととらえ，それに
反する P 状況を大過去の〈si P〉によって仮定している。
（12）－（15）のなさそうな状況を仮定する〈si P〉の時制は，P の行為が非
完了イメージの場合は半過去で，完了イメージの場合は大過去である。
（16）－（19）の反実仮定の〈si P〉の時制は，P の行為が非完了イメージの場
合は半過去または大過去で，完了イメージの場合は大過去である。
2. 3．仮定節における半過去・大過去使用のしくみ
2. 2．では，「なさそう」の場合は P の行為が非完了イメージであれば半過
去を，完了イメージであれば大過去を用いることを，「反実」の場合は P の行
為が非完了イメージであれば半過去または大過去を，完了イメージであれば大
過去を用いることを見た。その理由を明らかにするために，半過去と大過去の
モダリティ特性を確認しよう。また，話し手が表す「P 状況のありかた」がど
れであるかを聞き手が正しく解釈するための手がかりは，〈si P〉の動詞時制
だけでないことも見ておこう。
2. 3. 1．半過去・大過去のモダリティ特性
一般に，P 状況を仮定する場合，1. 2．で述べたように，「P 状況のありか
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た」と「P のありかた」の両方に適合する時制を〈si P〉において用いる必要
がある。現在・未来の現実から遠い状況を仮定する場合に用いる時制である半
過去と大過去は，それぞれどのようなモダリティ特性をもっているのだろう
か。
図 1に示したように，過去スペースは，現在スペースとは断絶していて多
かれ少なかれ時間的に隔たっている。それで，〈si P〉において P を表すため
に半過去または大過去（完了用法）を用いると，P のあるスペースである P
状況は，過去スペースの現在スペースからの時間的隔たりの分だけ現実から遠
いと感じられることになる。現在・未来の「P 状況のありかた」にかかわる半
過去と大過去（完了用法）のモダリティ特性は，（20a,b）のように示すことが
できるだろう。
（20）a. P の行為が非完了イメージの場合，〈si P〉において，半過去は
「なさそう」または「反実」というモダリティ価値を，大過去（完
了用法）は「反実」というモダリティ価値をそれぞれ発揮しうる。
b. P の行為が完了イメージの場合，〈si P〉において，大過去（完了
用法）は「なさそう」または「反実」というモダリティ価値を発揮
しうる。
また，過去スペースにワープしている気持の話し手にとって，そこで生起・
持続に立ち会う事態は，確かな現実の事態である。それで，半過去と大過去
（完了用法）は，ある事態を確定的なものとして表す適性をそなえることにな
る。「P のありかた」にかかわる半過去と大過去（完了用法）のモダリティ特
性は，（20c）のようにまとめることができるだろう。
（20）c. P の行為が完了イメージ・非完了イメージのどちらの場合も，〈si
P〉において，半過去と大過去（完了用法）は，「P のありかた」
について，「確定的」というモダリティ価値を発揮しうる。
以上のことから，現在・未来の現実から遠い状況を仮定するときの〈si P〉
における半過去・大過去の使用は，次のように説明できるだろう。「P 状況の
ありかた」が「なさそう」または「反実」である場合には，（20a,b）に示した
１４４ フランス語仮定節の半過去・大過去
ようなモダリティ特性をもつ半過去または大過去がよく適合する。また，話し
手が P 状況にワープしているような気持になって（9），そこにおける「P のあ
りかた（確定的）」を表す場合にも，（20c）に示したようなモダリティ特性を
もつ半過去・大過去がよく適合する。
2. 3. 2．〈si P〉の時制以外の要素
いうまでもなく，話し手が仮定する P 状況が現在・未来の現実から遠い状
況であると聞き手が正しく解釈するための手がかりになるのは，〈si P〉の時
制だけではない。一般に，対話場面の諸要素のほか，曽我（2012a, 185−186）
で述べたように，P の内容，物事についての知識，先行文脈，主節 Q の時制
なども手がかりになる。そのことを，2. 2. 1．で現在の「反実」の例として示
した（04）の仮定節を例にとって確認しておこう。
（04）Si elle aimait le poisson, je lui préparerais un bon plat de truite.
この半過去の〈si P〉は，現在の「なさそう」の場合の仮定節としても用い
ることができる。それだけでなく，過去の現実の P 状況を設定する（21）の
〈si P〉としても，過去の「ありそう」の場合の P 状況を表す（22）の仮定節
としても用いることができる。
（21）Si elle aimait le poisson, son mari préférait la viande.
（22）Si elle aimait le poisson, elle devait fréquenter cette poissonnerie.
それなら，聞き手が（04）の〈si P〉を「反実」と解釈する場合は，何が手
がかりになっているのだろうか。「反実」とは P 状況が現実に反するというこ
とだから，反実仮定をする話し手は事態～P を現実ととらえているという姿勢
である。聞き手は，話し手が～P を現実と認識していると考えれば，～P との
対照によって〈si P〉の表す P 状況を「反実」と解釈することになる。考え
なければ，「なさそう」と「反実」のどちらと解釈すべきか分からない。それ
では困るから，話し手は，先行文脈を工夫するなりしてどちらであるかが聞き
手に分かるように努めるものである。（04）の場合は，あらかじめ「彼女が魚
ぎらいである」という～P を現実ととらえていることが聞き手に分かるように
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した上で〈si P〉を口にするものと考えられる。
また，（21），（22）の〈si P〉を過去の「現実」または「ありそう」と解釈
する場合は，P と Q の内容や Q の時制が手がかりとして役立つ。このよう
に，〈si P〉の時制は，他のさまざまな要素とのかかわりの中で，「P 状況のあ
りかた」を正しく解釈するための重要な手がかりとなるのである。
3．過去の現実から遠い状況と大過去
ここでは，過去の現実から遠い状況を表す仮定節においては，P の行為が完
了イメージか非完了イメージかを問わず，つねに大過去を用いることを確認
し，その理由を考える。
3. 1．過去の現実から遠い状況を仮定する〈si P〉
文法書が過去の現実から遠い状況として取り上げるのは，「反実」だけであ
ることが多い。それは，過去について人は多くのことを知っているものであ
り，事態～P を現実ととらえ，P 状況を「反実」として仮定することが多いか
らであろう。しかし，過去について知らないことも多く，話し手がなんらかの
推測を踏まえてそれと反対方向のなさそうな P 状況を仮定するのは珍しいこ
とではない。
3. 1. 1．P の行為：完了イメージ
まず，P の行為が完了イメージの場合について考えよう。この場合の P は，
現実の事態であれば大過去（完了用法）で表すはずの過去スペースの事態であ
る。たとえば，「彼女が鍵を失くしていた」，「彼女がすでに原稿を提出してい
た」という過去の P 状況を仮定する場合，（23），（24）のように表すことが
できる。
（23）Si elle avait perdu ses clés, elle serait entrée par la fenêtre.
（24）Si elle avait déjà remis son manuscrit, la revue aurait paru à la
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date prévue.
このような大過去の〈si P〉は，P 状況が「なさそう」のときも「反実」のと
きも，同じように用いることができる。
3. 1. 2．P の行為：非完了イメージ
次に，P の行為が非完了イメージの場合について考えよう。この場合の P
は，現実の事態であれば複合過去（先行用法），半過去，大過去（先行用法）
のどれかで表すはずの過去の事態である。
まず，P が現在スペースから見る過去の出来事の場合である。P を現実のこ
ととして表すなら，Elle n’est pas partie hier, Au lycée ils n’ont pas appris
le français avec elle のように先行用法の複合過去を用いるところである。
（25）Si elle n’était pas partie hier, nous aurions pu discuter avec elle ce
matin.
（26）Si au lycée ils n’avaient pas appris le français avec elle, ils
n’auraient jamais pensé à faire ce voyage en France.
次に，P が過去スペースの事態の場合である。P を現実のこととして表すな
ら，Elle habitait dans le 5e, Elle était majeure à ce moment-là のように半
過去を用いるところである。
（27）Si elle avait habité dans le 5e comme elle le désirait, elle aurait
fréquenté les mêmes cafés que nous.
（28）Si elle avait été majeure à ce moment-là, elle aurait volontiers
voté vert
そして，P が過去スペースに先立つ過去の出来事の場合である。P を現実の
事態として表すなら，Elle n’avait pas divorcé l’année précédente, Nous
nous étions rencontrés auparavant のように先行用法の大過去を用いるとこ
ろである。
（29）Si elle n’avait pas divorcé l’année précédente, elle ne se serait pas
engagée dans cette entreprise.
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（30）Si nous nous étions rencontrés auparavant, nous aurions mieux
réussi notre collaboration.
（25）－（30）のような大過去の〈si P〉は，P 状況が「なさそう」のときも
「反実」のときも，同じように用いることができる。
3. 2．仮定節における大過去使用のしくみ
（23）－（30）について見たように，過去の「なさそう」または「反実」の P
状況を仮定するとき〈si P〉に用いるのは，P の行為が完了イメージと非完了
イメージのどちらの場合でも，つねに大過去である。この大過去使用は，どの
ように説明できるだろうか。
大過去には，2. 1．で見たように，完了用法だけでなく，（31）のような先
行用法もある。
（31）Nous suivions le même chemin que celui que nous avions fait à
pied, la veille. （P. Modiano, 1992, Un cirque passe, Folio, 61）
語り手は「僕たちはたどっていた」という事態のある過去スペースにワープし
ている気持になっていて，それに先立つ「僕たちが通った」という出来事（P
の行為 faire は非完了イメージ）を表すために大過去を用いている。
図 1に示したように，先行用法の大過去は，現在スペースから見て，過去
スペースよりもさらに遠い時点の出来事を表す時制である。そこから，過去の
P 状況を表す〈si P〉に大過去を用いると，過去スペースに対して時間的隔た
りがあるために「過去の現実から遠い」と感じられることになる。このような
ことから，「P 状況のありかた」にかかわる大過去（先行用法）のモダリティ
特性は，（32a）のようなものと考えることができる。
（32）a．過去の「P 状況のありかた」について，大過去（先行用法）は，P
の行為が非完了イメージであれば「反実」というモダリティ価値
を，P の行為が完了イメージであれば「なさそう」または「反実」
というモダリティ価値を発揮しうる。
また，過去スペースに先立つ過去の出来事は，確かな現実の事態である。そ
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れで，先行用法の大過去は，ある事態を確定的なものとして表す適性をそなえ
ることになる。このことから，「P のありかた」にかかわる大過去（先行用法）
のモダリティ特性は，（32b）のようなものと考えることができる。
（32）b．過去の P 状況における「P のありかた」について，大過去（先行
用法）は，P の行為が非完了イメージ・完了イメージのどちらの場
合も，「確定的」というモダリティ価値を発揮しうる。
P の行為が非完了イメージであれ完了イメージであれ，過去の現実から遠い
P 状況を表す〈si P〉に用いるのはつねに大過去であるが，それは次のように
説明できるだろう。「P 状況のありかた」が「なさそう」であれ「反実」であ
れ，（32a）に示したようなモダリティ特性をもつ大過去がよく適合する。ま
た，話し手が P 状況にワープしているような気持になって「P のありかた」
を確定的ととらえて表す場合に，（32b）に示したようなモダリティ特性をも
つ大過去がよく適合する。それに対して，半過去は，過去の現実から遠いとい
うことを表すモダリティ特性も完了イメージを表すアスペクト特性も欠いてい
る。過去の現実から遠い状況を仮定する〈si P〉に用いることがないのはその
ためである。
4．お わ り に
1. 1．で述べたように，P 状況は，アスペクトの面で P の行為が完了イメ
ージか非完了イメージかによって二つに分けることができる。そして，「P 状
況のありかた」というモダリティの面で「なさそう」と「反実」の二つを，時
期の面で過去・現在・未来の三つを区別すると，P 状況は 6種類ずつ，全部
で 12種類あることになる。それらを仮定する〈si P〉に用いる動詞時制は表
3, 4のとおりである。
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上の 2と 3では，半過去と大過去に次のようなモダリティ特性を認めた。
P 状況のありかたに関して
現在・未来の P 状況を表す〈si P〉において
・半過去は，P の行為が非完了イメージの場合，「なさそう」または「反実」
というモダリティ価値を発揮しうる。
・大過去は，P の行為が非完了イメージの場合は「反実」というモダリティ
価値を，完了イメージの場合は「なさそう」または「反実」というモダリ
ティ価値を発揮しうる。
過去の P 状況を表す〈si P〉において
・大過去は，P の行為が非完了イメージであれ完了イメージであれ，「なさ
そう」または「反実」というモダリティ価値を発揮しうる。
P のありかたに関して
過去・現在・未来の P 状況を表す〈si P〉において
・半過去と大過去は，「確定的」というモダリティ価値を発揮しうる。
そして，表 3, 4に示したような半過去と大過去の使用がそれぞれのモダリテ
ィ特性によって説明されることを明らかにした。
P の行為が非完了イメージの場合，現在・未来の「反実」の P 状況を表す
〈si P〉には，半過去または大過去を用いる（表 4参照）。両者の使い分けにつ
いては，本稿では論じることができなかった。曽我（2015予定）にゆずるこ
とにしたい。
表 3 現実から遠い状況：P の行為が完了イメージ
過去 現在 未来
なさそう 大過 大過 大過
反実 大過 大過 大過
表 4 現実から遠い状況：P の行為が非完了イメージ
過去 現在 未来
なさそう 大過 半過 半過
反実 大過 半過（大過） 大過（半過）
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注⑴ 〈si P〉は主節 Q に先行するとは限らないが，本稿では〈si P〉と Q から成る発
話を〈si P〉の文中の位置にかかわらず〈si P, Q〉で示す。
⑵ 出典を示していない発話例は，インフォーマントの協力を得てわれわれが作成し
たものである。インフォーマントは 4人である。とくに，Olivier Birmann 氏
（関西学院大学）と Jean-Paul Honoré 氏（Univ. Paris-Est）からは長時間の面
談を通じて多くの示唆を得ることができた。
⑶ 「現在スペース」と「過去スペース」については，2. 1．を参照。
⑷ 井元（2012）はさまざまな先行研究の仮説を「時制的用法からの派生説」，「共通
変異体説」，「時制的意味の拡張説」の三つに分けて検討し，派生説が妥当である
としている。つまり，半過去の時制的意味（過去性）から法的意味（蓋然性の低
さ）が派生し，どちらの意味が選択されるかは文脈によるとしている。
⑸ 「ありそう」か「なさそう」かは，話し手の主観的評価による。客観的には P 状
況が成立する蓋然性が低くても，話し手が「成立するだろう」と肯定的方向でと
らえるなら，「ありそう」である。実際，jamais, d’aventure, par bonheur（mal-
heur），par chance（malchance），par une chance inouïe, par hasard, par mi-
racle などの表現は事態生起の蓋然性が低いことを示唆するのに，ありそうな状
況を仮定する〈si P〉とも共起する。
⑹ 実際，Barbazan（2005, 426）が指摘するとおり，「確定的」以外のモダリティ
を表す副詞は仮定節と相性が良くない。たとえば，次のような発話は容認されな
い：*S’il fait peut-être/probablement/sans doute/sûrement beau dimanche, il
y aura beaucoup de touristes dans ce quartier.
⑺ 過去スペースの想起は，現在スペースを踏まえてのことも過去を喚起する要素を
きっかけとすることもある。詳しくは曽我（2013a, 19−21）を参照。事態をとら
える主体は話題になっている人物のこともある。つまり，話し手は自分以外の人
物の気持になって時制を選ぶことがある。
⑻ 話し手は，ある事態について，誤まって現実の事態ととらえたり，現実の事態と
とらえているふりをしたりすることもあるが，話が複雑になるのを避けるため
に，そのような場合は本稿では論じない。
⑼ （01），（02），（04）－（19）の話し手は，P 状況内において P の帰結として（つま
り，P 状況から未来方向を展望して）思い描く Q を，半過去・大過去に対応す
る未来時制である過去未来形（条件法現在）で表している。このことも，話し手
が P 状況内にワープするという考えが妥当であることを示唆している。
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